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第 3 章では，第 2 章で述べた解析法を，ガスが多孔体に吸着される場合にまで拡張したもので，炭
層などからメタンガスが脱着しながら流出してくる場合の積算ガス流出量を簡単な代数式で表わし，
実験的検討を加えて，本法の有効性を明らかにしている。







































外径の約 3 倍以上の奥行きと幅をもつものであれば十分であることを証明t 実験によって確かめ
ている。
以上のように，本論文は岩石層あるいは多孔体内のガスの挙動を知る上で有効な計算方法を提供し
ているばかりでなく 粉体工学上重要な因子となるガス透過率や空隙率に対して精度のよい簡易測定
法を示すなど，学術的にも工業的にも寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値
あるものと 322める。
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